
「新型コロナウイルスの影響など
による収入減を補てん」

【熊本県宇城市 村田 彰さん（63）】

栽培規模＝ミニトマト１ヘクタール、
水稲（主食用米＋WCS）2.8ヘクタール

規模拡大する中で、雇用は欠かせません。災害などを受けてもきちんと人件
費を支払うために、野菜価格安定制度よりも補償範囲が広い収入保険を選びま
した。現在は常時雇用１人、特定技能１人、技能実習生３人、パート２人がミ
ニトマトの収穫などに働いています。
収入保険には初年から加入し、2020年契約分は新型コロナウイルスの影響な

どで保険金等の支払いを受けました。海外からの実習生の渡航が難しくなった
り、子育て中の従業員が出勤できなくなったりと収穫時期の人手が想定よりも足
りず、収穫の遅れで裂果なども発生しました。
災害や新型コロナウイルスなど、今年も状況は分かりません。厳しい中でも

経営を維持するために保険が必要です。

【収入保険】保険金を受け取った方の声

（農業共済新聞2021年6月1週号より抜すい）

村田さん（左から２人目）と従業員


